
簡 易 協 議 録 

会議の名称 中宮北小学校統廃合問題検討委員会との協議について 

開催日時 平成 30年８月２日（木） 14:00から 15:30まで 

開催場所 輝きプラザきらら 3階 総合教育部長室 

出席者 

＜中宮北小学校統廃合問題検討委員会＞２名 

＜教育委員会＞森澤総合教育部長、畑中学校規模調整課長、松尾学校規模調整課課長

代理、廣瀬学校規模調整課主任 

内容 

【議事録について】 

・平成 29年 12月 2日の「検討委員会からの意見及び教育委員会の回答」における

54～58番までの項目について、新たな学校を作っていく建設的な意見として載せる

べきと検討委員会内から意見があったとのこと。ついては学年等を特定しかねない学

校内での個別問題については部分的に修正を行い、意見及び回答の案を作成し、再度

検討委員会に確認する。（注釈で「今回の学校統合とは関係ありませんが…」と一文

を入れるのもよいのではないか） 

 

・平成 30年 2月 10日の「説明会における質疑回答」における 72番の項目について

も、同じく意見及び回答の案を作成し、再度検討委員会に確認する。また、本文の意

見 78番に「もう 1回言いますが…ご理解いただきたい。」の分が追加されていなかっ

たので、追加する。 

 

【今後の進め方について】検討委員会⇒検  教育委員会⇒教 

・検：アンケートについては、新 1年生の保護者は学校統合の説明を受けていないの

で、理解されにくいとのことからＰＴＡで止まっている。 

 

・検：平成 31年２月くらいに、新しく入学してきた児童の保護者等を対象にした地

域主催の説明会を行おうと考えている。 

⇒教：教育委員会が独自に新しく入学してきた児童の保護者等を対象に説明会を行う

ことは検討委員会の理解が得られるか？ 

⇒検：これまで少しずつ前進してきてはいたが、２月 10日の説明会で振り出しに戻

った感が否めない。今度も教育委員会が主催すると、紛糾し、また振り出しに戻る恐

れがあるので、主催も進行役も地域が行い、案の説明については教育委員会が行うと

いった合同で行う方がよいのではないか。 

 

 



・検：教育委員会と検討委員会とでここからは後戻りしませんというような事項を含

んだ文書を交わす必要があるのでは。そのためには、高陵小と中宮北小とを公平に多

角的に検討したプランが必要。また、跡地活用として、コミュニティの活動の場の他、

新たな道をつけるなど動線の確保についても我々の安心材料となる。表に出ない反対

意見として小学校があるかないかで地価が変わるというのもある。 

 

・教：学校統合とコミュニティの統合は別々に考えていくと前回決定した。学校統合

の話になると、PTAと話をさせてもらえばよいか？ 

⇒検：それで構わないと思う。統合することによるメリットを PTAにも示す必要があ

るのでは。 

 

・検：中宮北小のグラウンドに水槽があるのではと地域の人から疑問がある。なけれ

ばないと言ったほうがいい。 

・すでに中宮北小が、統合に向けて高陵小に合わせるよう学校運営していることに保

護者は怒っている。高陵小の方針に合わせるのではなく、新たな学校づくりとして一

から方針をみんなで考えていくものではないか。 

⇒教：事実確認をする。 

 

・検：統合校をどちらに置けばよいかの判断材料として、納得できる資料づくりが必

要だ。 

 

・検：教育委員会で方針（骨子）をかためてほしい。 

 

・検：スタートは新設校という説明がもっと必要。 

 

・検：統合したらこんないいことがあるというプラス要因を説明できるようにするこ

と。 

 

・検：新しい学校の体育館にはエアコンはつくのか？ 

⇒教：具体的に何も決まっていない。 

⇒検：厳しい暑さが続くので、これからの体育館には必要なのでは。私立幼稚園には

設置してあるところもある。 

 

【その他】 

・検：8月 18日に夏祭りをするので顔を出してほしい。 



 


